
第 15回大学コンソーシアム八王子学生発表会 

 

 

歴史的環境による町並みと地場産業の営みの両立に関する研究 
―群馬県桐生市桐生新町を事例に― 

 

Research on the compatibility between townscapes based on historical environments and local 
industry operations 

-Using Kiryu Shinmachi, Kiryu City, Gunma Prefecture as a case study- 
 

発表者 ⾼⽊晋太郎 
指導教員 ⼭本薫⼦ 

東京都⽴⼤学⼤学院都市環境科学研究科都市政策科学域 
キーワード：重要伝統的建造物群保存地区，地場産業，鋸屋根⼯場，桐⽣ 

 
 

第１章 研究背景と目的 

1-1 研究背景と目的 

⽇本国内の地区単位での歴史的環境の保存は
1975 年の重要伝統的建造物群保存地区（以下、
「重伝建地区」）の選定からはじまった。⽇本
の歴史的環境を取り巻く政策はそれらの環境
を残すことに重点を置いている。しかし、歴
史的環境と⼈間の営みの相互作⽤こそが地域
固有の⾵⼟を⽣み出す。そのため本研究は都
市空間の「変容」に着⽬し、地場産業の営みと
歴史的環境の保存の両⽴を成⽴させるための
仕組みを明らかにする。 
1-2 研究の対象地の選定 

本研究は①重伝建地区に指定され、②都市の
発展と地場産業の結びつきが強く、③歴史的

資源が重伝建地区周辺に多く分布する桐⽣市
桐⽣本町を対象とする。 
2 章 対象地における都市構造の変遷 

桐⽣市は群⾺県の東側に位置する。桐⽣川を
産業⽤⽔として利⽤できたことや江⼾幕府の

天領となったこ
となどもあり、
近代以前から織
物業は発展し
た。近代以降、
⽣産組織の柔軟
性や分業⽅式、
新技術の導⼊に
熱⼼であったこ
とから織物業で
発展した。 

桐生市の位置１） 
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3 章 歴史的環境の保存と営みの実態 

インタビュー調査で得られた住⺠・建物管理
者・所有者から重伝建地区と重点区域におけ
るメリットとデメリット、住⺠・建物管理
者・所有者が町並みと⾃⾝の営みを両⽴する
ための⾏為を以下にまとめた。 
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町並みと地場産業の営みの両立のための行為 
 

重伝建地区と重点区域のデメリット・メリット 

住民・建物管理者・所有者による町並みと自身の営みを両立するための行為 
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